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芽森（めもりー）

豊岬木材工業株式会社豊岬木材工業株式会社豊岬木材工業株式会社豊岬木材工業株式会社

杉山克夫社長杉山克夫社長杉山克夫社長杉山克夫社長

豊岬木材工業（株）さんは、昭和26年の創業以来、

労働災害ゼロ。中央労働災害防止協会から３度の

表彰を受けています。

山の仕事や製材作業などは危険と隣り合わせ。

60年間以上の無災害記録の陰には、杉山社長の

洞察力の鋭さと人への優しさがあるようです。

《《《《プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール》》》》

昭和15年 初山別村豊岬生まれ

昭和26年 杉山木材創業

昭和28年 社名が豊岬木材に変わる

昭和45年 豊岬木材工業（株）専務に就任

平成 2年 豊岬木材工業（株）代表取締役に

平成2７年 北海道指導林家として認定される

良質大径材生産をめざした森林施業を行うとともに、

留萌管内唯一留萌管内唯一留萌管内唯一留萌管内唯一のののの製材工場製材工場製材工場製材工場を経営。地元木材の利

用拡大や地域雇用の維持に貢献。また、研修会や

フォーラム等での講演、林業グループ等の工場見

学受入などを通じ、木材産業に関する知識・技術の

普及や管内の林業史の伝承にも貢献されています。

るもい木育コレクション特別号「背中・足跡・生き様・玄人」は、人から

観る木や森や自然の紹介ではなく、森や木と生きる人・木育の心が宿る人物

紹介号です。

第2号である今回は、北海道指導林家であり、初山別村（豊岬-とよさき-）で留萌管

内唯一の製材工場「豊岬木材工業（株）」を経営する杉山克夫杉山克夫杉山克夫杉山克夫さんさんさんさんをご紹介します。



※杣夫（そまふ）・・・山から木材を伐（き）り出す人。

昭和４８年頃までは、馬で山から集積所まで、

伐（き）った木を運んでいました。最盛期には会社

で30頭以上の馬を使っていたそうです。

「馬は１トンの荷を積んで、山から4時間

かけて下りてくる。馬が疲れすぎないよう

道中休ませ休ませ、昼も1時間の休みを取ら

せた。山に行かせる前に、『この馬は今日は

１本少なく積むように』『この馬は今日は3本

少なく積むように』と杣夫（そまふ※）に声をかけた。

馬を見ただけで、その馬の調子がよくわかった。」

若い頃から数十頭の馬の面倒を見続けてきた

杉山さんの観察眼は、大きな事故を防ぐ洞察力

となり、山の仕事を支えてきました。

山山山山のののの仕事仕事仕事仕事～「～「～「～「寒寒寒寒かったらかったらかったらかったら帰帰帰帰ってきなさいってきなさいってきなさいってきなさい」～」～」～」～ 製材所経営製材所経営製材所経営製材所経営～～～～従業員従業員従業員従業員はファミリーはファミリーはファミリーはファミリー～～～～

司令塔司令塔司令塔司令塔でもあるでもあるでもあるでもある事務所事務所事務所事務所

「「「「豊岬木材工業株式会社豊岬木材工業株式会社豊岬木材工業株式会社豊岬木材工業株式会社」」」」

20年以上勤務している

女性従業員の方も

いらっしゃいます。

「朝、従業員の様子がおかしいなと

思ったら、時間を見つけて声をかける。

『何かあったのか？』と聞くと、たいてい何

かあって、しばらく話を聞いてあげると、気が

済んだように仕事に戻っていく。

気がかりなことがあれば、仕事に集中

できないさ。怪我させてしまうからね。」

と杉山さんは笑います。

人に対する洞察力と優しさが、無事故に

つながっているのでしょう。

現在、製材所で働く人は六人。

山で働く人は五人。

事務員一人。

そして社長。

比較的若い人の多い職場です。

「「「「従業員従業員従業員従業員はファミリーはファミリーはファミリーはファミリー。」。」。」。」

地元の雇用にも貢献しています。

豊岬木材工業（株）さんは、地元の要望に応え

て様々な物を作ります。

製材、タコつぼ、パレット、魚箱、目串、土木用

資材、看板、箸用材、etc...。

「うちは、魚箱を作って、苦しい時期を

乗り越えられた。」

今もたくさんの魚箱を作っています。

人人人人

へへへへ

のののの

まままま

なななな

ざざざざ

しししし

「伐採の仕事がある時は、作業の前日に

その山を見てまわる。あそこに葡萄蔓（ぶどう

づる）がある、ここに根腐れの木があると確認して、作

業に出かける従業員に『あそこに蔓（つる）があるから

気をつけて』『あそこには根腐れの木があるから、こっち

側に倒して』と注意を促し、それから山に行かせる。」

細い木を伐採する時ほど危ないと言う杉山さん。

伐木する際の油断する気持ちをひきしめながらも、

「「「「寒寒寒寒かったらかったらかったらかったら帰帰帰帰ってきなさいってきなさいってきなさいってきなさい。」。」。」。」

と、従業員が無理をしないように

山に送り出しています。



【お問い合わせ先】
　　　０１６４－４２－８３８１
　　　留萌振興局　森林室　木育推進チーム

「るもい木育（もくいく）コレクション」のバックナンバーは、下記HPです。

http://www.rumoi.pref.hokkaido.lg.jp/sr/srs/mokuikukorekusyon.htm

○○○○ 北海道留萌振興局北海道留萌振興局北海道留萌振興局北海道留萌振興局 森林室森林室森林室森林室 平成平成平成平成29292929年１年１年１年１2222月発行月発行月発行月発行

○○○○ 協働機関協働機関協働機関協働機関

((((一社一社一社一社))))北海道森林土木建設業協会北海道森林土木建設業協会北海道森林土木建設業協会北海道森林土木建設業協会 留萌支部留萌支部留萌支部留萌支部

留萌みどりづくりネットワーク留萌みどりづくりネットワーク留萌みどりづくりネットワーク留萌みどりづくりネットワーク

北海道森林管理局留萌南部森林管理署北海道森林管理局留萌南部森林管理署北海道森林管理局留萌南部森林管理署北海道森林管理局留萌南部森林管理署

北海道森林管理局留萌北部森林管理署北海道森林管理局留萌北部森林管理署北海道森林管理局留萌北部森林管理署北海道森林管理局留萌北部森林管理署

「苦しいときは、このそろばんをじっくり眺める。

このそろばんを使っていたときの苦労を思い

出せば、今の苦労は何でも無い。

太い木を、何日もかけて人の手で伐って、馬の

力で運んでいたときに比べたら、機械でいっぺん

に仕事できる今は、天国みたいなもんだ。」

五五五五つつつつ玉玉玉玉のそろばんのそろばんのそろばんのそろばん

豊岬木材工業（株）さんは、地域の植樹会や育樹などの活動にも快く応じてくださる

地域づくりの要です。

今年度も、初山別村みさき台公園の植樹祭への協力、増毛山道全線復元記念

植樹会の看板資材の提供など、地域づくりの応援団として大活躍していただいていま

す。


